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ルカ福音書2章 

イエスの誕生物語に、なぜ、羊飼いが出てくるのか？ 

クリスマスの時に幼子が生まれる、そのシーンはいろいろありますけれども、羊飼い
が出てくる。羊飼いの絵が書いてあったり、羊飼いのストーリーを聞いたりすることが
よくあると思います。でも、なぜ羊飼いが出てくるんでしょうか。羊飼いのシーンは、
ルカ福音書の2章にありますけれど、その後に羊飼いは出てきませんし、何の意味が
あってここに羊飼いの話が出てくるんだろうと私も思ってましたし、皆さんも思ってい
たんじゃないかなと思います。 

まずですね。イエス様が生まれたのがベツレヘムという町で生まれました。これもよ
く聞きますね。ベツレヘム、ベツレヘム。ベツレヘムの歌を歌ったりしますね。ベツレ

facebook:kannokazuhiko



kurabeteyomu.com CHRISTMAS.20191225

ヘムは、エルサレムに意外と近いんですね。大体これが10kmぐらいだそうです。エル
サレムからベツレヘム。ですから、まあ普通に歩いて行ける。三鷹からだと国立ぐらい
の距離のところにある。ベツレヘムでメサイアが生まれるということはミカの予言書
で、ミカに言われてるんですね。「ベツレヘム、エフラテよ」エフラテ地方のベツレヘ
ムみたいな感じですかね。「ベツレヘムよ、あなたはユダの氏族の中で最も小さい者だ
が、あなたの家から私のためにイスラエルの支配者になるものが出る。その出ることは
昔から、永遠の昔からの定めである。」 

この箇所があって、ベツレヘムで生まれますということが言われていたことが成就し
ますということで、ベツレヘムで生まれましたということになります。ベツレヘムとい
う町はどういう町なんでしょうか。誰を、どのシーンを想像するんでしょうか。 

ベツレヘムと言った時に一番最初に想像するのはルツ記のはずです。ベツレヘム出の
祭司がエルカナ。エルカナがベツレヘム。ベツレヘムというのは、ベツが家で、レヘム
がパンという意味ですから、パンの家という名前なのに、そこがパンが無くなってモア
ブの地に行っていて、ベツレヘムにパンが戻ったよみたいな話を聞いて出身地に戻って
くるというベツレヘムの話ですね。ベツレヘム人ボアズが出てきて、ルツが結婚して、
そこからエッサイが生まれて、ダビデが生まれてくるというベツレヘムの最初の話はル
ツ記。ルツ記はダビデのお母さんの話という感じですね。ダビデはこの人からこのお母
さんから生まれたというようなストーリーになっていると思います。エッサイの仕事は
何だったのかはよく分かりませんけれど、羊飼いをしてますよね。ダビデはそのお父さ
んの羊を面倒を見ているという事で、ベツレヘムにいて王様と話をしたりしていますか
ら、多分お金持ちだったんでしょうね。力のある人物だったと思われます。ただ貧しい
羊飼いという話じゃないですね。そこでベツレヘムで羊を飼っていますということです
ので、今度ダビデを思い出す。「ダビデの町で生まれました」ということを言われるん
ですけど、ダビデの町と言った時には、シオンはダビデの町と言ったりしますけど、こ
のベツレヘムもこの辺りではダビデの町と呼ばれていたようですよね。ダビデの生まれ
た場所がダビデの出身地ということです。 

そのベツレヘムに大切な場所があるんです。それが羊飼いが出てくるヒントになるも
のですけれど、ミカ書で、「ベツレヘムで生まれます」と言われる少し前のところです
ね。4章の7節から「主はシオンの山で今よりとこしえまでも彼らの王となる。羊の群
れのやぐら、シオンの娘の丘よ。あなたに以前の主権エルサレムの娘の王国に帰ってく
る。」この羊の群れのやぐらという訳になっていますけれど、羊の群れのやぐらという
名前の場所。場所の名前は訳せばいいのか、カタカナで言えばいいのかは翻訳によると
いうことですけれど、意味としては「羊の群れのやぐら」という意味なんですが、場所
の名前として「ミグダルエデル」という場所があります。ミグダルエデルという場所は
最初に出てくるのがラケルの話ですね。ラケルが死んだ時、創世記35章21節「ラケル
は死んで彼女はエフラテ、今日のベツレヘムへの道に葬られた」というエルサレムから
ベツレヘムに行く途中の道ということだと思います。ですから、この間の所ベツレヘム
あたりの近くに葬られたということですね。そこから旅を続けてミグダルエデルの彼方
に天幕を張ったという書き方がありますけども、ミグダルエデルというのがクロスリ
ファレンスにあります。ミカ4章8節。このミグダルエデルというのが、「羊の群れのや
ぐら」という意味の場所の名前なのです。ミグダルが「塔」で、エデルが「群れ」。群
れと言った時には「羊の」という意味が入ってるんだと思いますけど、「羊の群れの塔」
という場所の名前です。今はもうなくなっているようですけれども、ベツレヘムと言っ
ている場所の近郊なのか、ベツレヘム地域の端っこなのかに塔があるんですね。塔が
あって羊を放牧する。それを見張っている場所ということみたいです。その名前があり
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ますから、多分このミグダルエデルという塔ですね。塔がある場所は、羊を育てるのに
非常に良い場所ということなんだろうと思います。 

ベツレヘムで羊の群れの塔ですから、ダビデはダビデが羊飼いをしてた時に、もちろ
ん知っている場所と。またビデが羊飼いをしていた場所のような事を連想できるような
場所というのがこのミグダルエデルというものです。ミグダルエデルについては、聖書
の中にもう一か所あったかなと。この2箇所かな。このミカの箇所とラケルのところで
す。ラケルの時にもミグダルエデルと言われてますから、ダビデより前の時代にも羊を
飼うのに適した場所ということだったんだと思います。エッサイがそこにいて羊飼いを
している。聖書の中には書いてないんですけれど、それは確かに妥当だよねと思われる
のは、このエルサレムの近郊で、これが10キロぐらいですから、エルサレムで捧げるい
けにえの供給場所。その意味ではブランド羊、ベツレヘム羊、ミグダルエデル羊みたい
なダビデ印の羊みたいなものだと思うのですね。その羊がエルサレムで過ぎ越しのいけ
にえをささげる時に、ベツレヘムからミグダルエデルで育てられてた羊が捧げられてい
る。捧げものとしてつかわれていたと。それは伝統的にそのようなことを言われている
ようです。証拠があるわけではないんですけど。この生まれた子羊を見に行くわけです
ね。このミグダルエデルの羊飼いたちなんだと思いますが、1kmぐらいしか離れてない
んでしょうね。ベツレヘムの中心地とかから1kmぐらい。10分、15分ぐらいしか離れ
ていないような所の羊飼いが、その飼い葉桶で寝ておられるみどりごを見つける。飼い
葉桶に寝ておられるみどりごなんですけど、布にくるまれて寝てますよね。布にくるま
れて草が敷いてあるところに、布に包まれて寝ているみどりご。この地域の文化的な背
景をこれから考古学とかがもっと進んでいくとはっきりするのかもしれませんけど、赤
ちゃんが生まれた時に布にくるむというのは、エゼキエルに書いてあったりしますの
で、初子、赤ちゃんが生まれた時に布にくるむということはそこに書いてある通り。も
う一つは書いていませんけれど、誰かが言ったことで証拠があるわけじゃないんですけ
ど、生まれたばかりの羊がいけにえとして捧げられますから、品質管理として生まれて
一週間とかは産着、布にくるんで大切にしているということをしていたということがあ
るようです。ですから、この飼い葉おけに寝ている布にくるまっている子羊。過ぎ越し
のいけにえとして捧げられる子羊のようなものとして、羊飼いたちが見てると。まさに
これは、捧げられる子羊にふさわしいものだということを御使いたちに言われて、驚き
ながら神を賛美してるというこのミグダルエデルの羊飼いたちが、過ぎ越しの子羊、過
ぎ越しのいけにえの子羊のような姿でいる赤ちゃんを見ているというのが、ミグダルエ
デル、羊の群れの塔からベツレヘムに見に来ている羊飼い達というシーンで、連想すべ
きものということのようです。ミグダルエデルについては、北海道の空知太教会の銘形
牧師のページにもっと詳しく書いてありますので、ミグダルエデルでgoogleで検索する
と出てきますから参考にしてください。 

次が、飼い葉桶に寝ているということなんですけど、冬じゃないとか、秋ぐらいじゃ
ないかとか、外の馬小屋で生まれましたとかという話があるのですけれど、あれは間
違っていますということを中東の「中東文化の目で見たイエス」で、ケネスベイリーさ
んが言っています。この人はアメリカ人ですけど、40年ぐらい中東に住んで、中東の文
化をすごくよくわかってる人が福音書や、その背景についてたとえ話とかいろんなこと
について教えてくれる本があって、その中に当時の家はこういう形でしたということ
で、イエス誕生の物語という話が説明されている箇所があります。それを見ると(家の
図)、これが横から見た家で、これが上から見た家。ダビデの町で、ダビデの家系の人
が来るわけですから親戚がいっぱいいる場所。その人たちでホテルがあるわけじゃない
ですから、親戚の家に泊まらせてもらう。なおかつ身重の人ですから「お前ら外に行
け」みたいなそんなひどい文化なわけじゃないでしょという話もしてくれています。家
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がこういう形をしていて、夜になると羊たちがここに入れられるんですね。屋内畜舎と
書いてあります。ちょっと下がっているみたいです。ここが階段なっていたりするん
で、ここに夜は家畜が入ってて、ここに飼い葉桶があって食べますというこの場所です
ね。リビングルーム、ワンルームみたいな感じみたいです。ここに泊まっていた。ここ
に赤ちゃんがいる。では、宿屋というのは何かというのをまた説明してくれますけど、
「カタリュウマ」というのかな、それは宿屋の話じゃなくて客間です。客間と家族用の
場所があって、ここに飼い葉桶があります。住民登録のために来ていますから人がいっ
ぱい来てるわけでしょ。それで客間がいっぱいになっていますということなので、この
家族用の所に泊まりました。「泊っていた時に」と言っていますから、急に陣痛が起き
てホテルを探しての話でもないんですね。ここに泊まってここで生まれましたというこ
の飼い葉桶です。飼い葉桶で寝ているみどりごを見つけるというのは、こういうシーン
なのですね。それで羊飼いが出てくると言った時に、過ぎ越しのいけにえとしての羊を
見ているという話なのです。次に、じゃあこの羊飼いたちが、ミグダルエデルから来た
羊飼いたちが子羊を見てるというシーンは、この後どう展開するものなのか。そこまで
大切な、生まれ方がすごく細いでしょ。生まれるところの説明が長いし細いんですね。
ということはこの後何か関連する話が出てくるはずだということなんですが、その話を
見るためには、今度ミグダルエデルが、まだしつこくもう1回登場するんです。 

それはどこかというと、羊飼いじゃないんです。マグダラのマリアです。マグダラの
マリアという人が現れますよね。マグダラ、マグダラ、マグダラと何度も何度も言われ
て、いろんなマリア、ミリアムですけど、マリアだらけでしょ。福音書の中で、その中
でこの人は何とかのマリア、何とかのマリアなんですけど、このマグダラのマリアとい
う人が大切な人物として出てきます。このマグダラというのは、これはアラム語なんで
すね。これをヘブライ語で言うとミグダルです。ミグダルとマグダラと同じ。マグダラ
のマリアはベツレヘムじゃないんですね。 

今度はガリラヤのここにマグダラとあります。「ミグダル」と今現在googleマップで
検索するとこっち(ガリラヤのマグダラ)ができます。マグダラ、ミグダルと書いてありま
す。これは何の塔なのか。ミグダルは塔です。ミグダルエデルなのですけど、ガリラヤ
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湖の隣は魚を見張る塔がここ(ガリラヤ湖)にあったということのようです。魚の産地な
んですね。 

ガリラヤ湖、ブランド魚だったんですね。干物にしたり何かして結構栄えていたよう
です。その場所のマリア、マグダラのマリアは、魚の塔のマリアということで、旧約時
代の最後の塔を見ている人達は「羊」、新しい時代の最初の塔は「魚」という塔の見張っ
ているものが違っていますけれど、このマグダラのマリアというのは魚の塔の方です。
そうするとマグダラのマリアの話とミグダルエデルの羊飼いの話、これは似てる話なの
かと言って比べてみていくと、そうすると、あらら、あららといろんな箇所で出てき
て、いろんな共通ポイントがあって、イエス様が生まれたという話と、復活するという
話はすごく似てるんですね。復活、全ての新しく生まれるということを話してるんだ
と。生まれる箇所は、処女から生まれるとか、御使いが現れて栄光が現されるとか、布
にくるまってる飼い葉おけに寝てるとか、乳香没薬を持ってくる人がいるとか。たくさ
ん誕生のストーリーで聞いたことがあることがあると思います。復活のストーリーの方
も聞いたことがあることがいっぱいあると思います。これを一緒に見ていくと、そうい
うことなんだねってわかる。「処女から生まれました。誰も葬られたことのない墓から
復活しました。」みたいなことがありますけど、その中の一つとして、ミグダルエデル
の羊飼いたちが、夜番の後ですからね。夜明け朝早く、まだ暗いうちにマグダラのマリ
アは墓に行く。夜番をしていた羊飼いの人たちが、急いでイエスを見に行く。そうする
と「布にくるまって、寝てる。」「布にくるまって寝ているはずの場所に布しかない。」
というようなシーンとして、並行してる所がたくさんあります。 

ですから、なるほど、このイエスの誕生について詳しく説明しているのは、「新しく
生まれる」「復活する」ということの予言的なものとして書かれていて、それで、そう
いうことをこの時にいたマリアは心に留めているみたいということですので、このス
トーリーも一緒に考えて自分で確かめてみてくださいね。という中で出てくるベツレヘ
ム、ミグダルエデル、マグダラのマリア、こういう繋がりがあるので、なるほど、この
羊飼いが、過ぎ越しのいけにえとなったわけですからね。 

過ぎ越しのいけにえとして捧げられたイエス様の十字架と、過ぎ越しのいけにえとし
て生まれてきたそのみどりご。この話がタイポロジーみたいなことを言ったりしますけ
ど、「こっちが雛形なったのはこのためだったんだね」っていうことを見るように、こ
のストーリが書かれてるということなので、羊飼いが出てくるということです。 
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